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１．特徴 

 

・シングルチップ、高品質な音声録音＆再生ソリューション 

－外部 ICを必要としない 

－最小の外付け部品 

・不揮発性フラッシュメモリ技術 

 －バッテリバックアップが不要 

・ユーザー選択可能なメッセージオプション 

－多様な固定時間メッセージのランダムアクセス 

 －多様な変動時間メッセージの連続アクセス 

・ユーザーにやさしく、使いやすい操作 

 －プログラミングと開発システムが不要 

 －レベル活性録音とエッジ活性再生の切替 

・低消費電力 

 －動作電流：２５ｍA（標準） 

 －スタンバイ電流：１ｕA（標準） 

 －自動パワーダウン 

・簡易メッセージ拡張のためのチップ有効端子 

 

２．概要 

 

 ＡＰＲ９６００デバイスは真のシングルチップ音声録音、不揮発性記憶、４０秒から６０秒までの再生能力を提供

する。デバイスは多様なメッセージのランダム及び連続アクセスを共にサポートする。ユーザー独自の品質と記憶時

間の要求のためにそれらの設計の改変を設計者に可能にするので、サンプルレートはユーザー選択可能である。集積

された出力アンプ、マイクアンプ、ＡＧＣ回路がおおいにシステム設計を簡略化する。このデバイスはポータブル音

声録音器、おもちゃ、多くのその他の消費者や産業の応用への利用に申し分ない。 

ＡＰＬＵＳインテグレーテッドは、各メモリセルが２５６の電圧レベルを記憶できる、先進のフラッシュ不揮発メ

モリプロセスを行った独占的なアナログ／マルチレベルストレージ技術を使用することによりこれらの高度な記憶容

量を達成する。 

この技術によりＡＰＲ９６００デバイスはそれらの自然な形で音声信号を再生することができる。それはしばしば歪

をもたらすエンコードと圧縮に対する要求を取り除く。 
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３．機能解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

APR９６００ブロック図はデバイスの内部アーキテクチ

ャーを記述するために加えてある。図の左側にはアナロ

グ入力がある。集積された AGC を含む差動式マイクア

ンプが、用途に必要なアプリケーションのため、チップ

上に含まれる。増幅されたマイク信号は、外付けDCブ

ロッキングコンデンサを経由して、ANA_IN 端子へ

ANA_OUT端子を接続することにより、デバイスに送ら

れる。録音はDCブロッキングコンデンサを経由して直

接 ANA_IN 端子に送ることができるが、ANA_IN と

ANA_OUT 間の接続が再生のためにさらに必要とされ

る 

入力信号がすぐに入る次のブロックは、内部アンチエイ

リアシングフィルタである。フィルタは自動的に、シャ

ノンのサンプリング理論が満足されるように選択された

サンプリング周波数に従い、その応答を最適化する。ア

ンチエイリアシングフィルタが実行された後、信号はメ

モリアレイにクロック同期する準備をする。 

この記憶は、サンプルアンドホールド回路とアナログ書

込み／読込み回路の組み合わせを経由して実行される。

これらの回路は内部発振器または外部クロック源と共に

同期が取られる。再生が要求されると、前に記憶された

録音がメモリから取り戻され、ローパスフィルタを通り、

図の右側に示したように増幅される。信号は SP+と SP-

端子にスピーカーを接続することで聞くことができる。

チップワイド管理は、右上の角に示されるデバイス制御

ブロックを通して実行される。メッセージ管理は、ブロ

ック図の下中央に示すメッセージ制御ブロックを通して

規定される。 

実際のデバイスアプリケーションに関するさらなる詳細

は、アプリケーション例のセクションで見ることができ

る。サンプリング制御に関するさらなる詳細は、サンプ

ルレートと音声品質のセクションで見ることができる。

メッセージ管理とデバイス制御に関するさらなる詳細

は、メッセージ管理のセクションで見ることができる。
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３．１ メッセージ管理 

３．１．１ メッセージ管理の概要 

 

再生と録音操作はチップ上の回路により管理される。望みの動作により、さまざまな有用なメッセージモードがある。

これらのメッセージモードはメッセージ管理の種類、メッセージ長、外付け部品の総数を決める。それゆえに、設計

者は、設計を始める前に、最適な動作モードを選択しなければならない。動作モードは音声品質に影響しない。品質

に影響する要因の情報については“サンプリングレートと音声品質”のセクションを参照すること。デバイスは５つ

のメッセージ管理モードをサポートする。（図１、２に示すMSEL1、MSEL2、／M8_OPTION端子で定義される。） 

 

・２，４または８固定時間メッセージテープモードに伴なう、また複合可変時間メッセージに伴なうランダムアクセ

スモードは２つのオプションを備える。 

－自動巻き戻し 

－ノーマル（通常） 

 

モードは混合できない。デバイスが初期メッセージを録音した後、モードを切り替えることは推奨されない。もしモ

ードが切り替えられると、初期録音が何らかの予測できないメッセージを作成した後、前のモードからの断片が残っ

たままとなり、新しいモードでの再生時に（断片が）聴こえるかもしれない。新たに選択されたモードでの録音動作

の後、これらの断片は消えるだろう。テーブル1は望みのモードを選択するために必要なデコーディングを定義する。

APR９６００メッセージ管理能力の重要な特徴は、デバイス出力に重ねられる“ビープ音”の使用を通して、デバイ

ス状態の変化を迅速にユーザーに聴かせる能力である。この特徴はBE端子をロジックハイレベルにアサート（活性

に）することにより可能である。 
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３．１．２ ランダムアクセスモード 

 

ランダムアクセスモードは固定時間の２，４または８メッセージセグメントをサポートする。提案されたように、録

音と再生はいずれかの選択されたメッセージ内をランダムに行うことができる。各メッセージセグメント長は、可能

な全セグメント番号で分割された（テーブル１でデコードされる）、有効な全録音長である（選択されたサンプリング

長で定義される）。ランダムアクセスモードはメッセージセグメントに簡単な目印を与える。 

 

３．１．２A ランダムアクセスモードでの録音の機能説明 

 

電源起動で、デバイスはいずれかの可能とされるメッセージセグメント内で録音か再生の準備をする。録音にするた

めには、／ＣＥがデバイスを有効にするためローに設定されねばならない、また録音動作を可能にするためには、／

ＲＥがローに設定されねばならない。ユーザーは、これから使うメッセージセグメントを示すメッセージトリガ端子

をローレベルにすることにより録音動作を開始する。メッセージトリガ端子は、メッセージセグメント１～８のそれ

ぞれに対し、端子１～９（７を除く）の／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ～／Ｍ８＿ＯＰＴＩＯＮとラベル付けされている。 

 

注：Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ、／Ｍ２＿ＮＥＸＴ、／Ｍ７＿ＥＮＤ、／Ｍ８＿ＯＰＴＩＯＮのメッセージトリガ端子は、

これらの端子が他のモードで引き受ける別の機能性を表わすため名前を拡張した。ランダムアクセスモードでは、こ

れらの端子は／Ｍ３、／Ｍ４、／Ｍ５、／Ｍ６と同じ機能性を持った単なるメッセージトリガ端子と考えるべきであ

る。別のモードでのデバイス端子の機能性のより徹底した説明については、この文書の最後に表わす端子説明テーブ

ルを参照すること。 

 

実際の録音が始まると、デバイスは録音動作を開始したことを示すため、スピーカ出力に１ビープ音で応答する（も

しＢＥがビープ音を有効にするためハイになっているならば、）。録音はメッセージ端子がローに留まるまで継続する。

録音中、同じメッセージトリガ端子の立上りエッジで録音動作を停止する（１ビープ音で示される）。もしメッセージ

トリガ端子が最大割り当て期間以上ローに保持されると、メッセージトリガ端子の状態に関係なく、録音動作は自動

的に停止する（２ビープ音で示される）。そのとき、チップは、メッセージトリガ端子がハイに戻るまで低電力モード

に入る。メッセージトリガ端子がハイに戻った後、チップはスタンバイモードに入る。同じメッセージトリガ端子の

ハイからローへの変化の直後、同じメッセージセグメントの始めから録音を開始するだろう。 

全ての前のメッセージは、新たなメッセージの時間に関係なく、新しいメッセージで上書きされる。他のメッセージ

トリガ端子また／ＲＥ端子の変化は、録音動作中、デバイスがスタンバイモードに入るまで無視される。 
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３．１．２B 再生ランダムアクセスモードの機能説明 

 

電源起動後、デバイスは有効となったメッセージセグメントのいずれかで録音又は再生の準備に入る。再生のために

は、／CEがデバイスを有効にするためローにセットされねばならない。さらに、／REが録音動作を無効にして再生

を有効にするためハイにセットされねばならない。あなたは、再生しようとするメッセージセグメントを表わすメッ

セージトリガ端子をハイからローエッジにすることで再生を開始する。メッセージの終わりに達するまで、再生は継

続するだろう。もしハイからローエッジが再生中に同じメッセージトリガ端子で起こると、現在のメッセージの再生

は直ちに停止する。もし再生中に異なったメッセージトリガ端子にパルスが入ると、現在のメッセージの再生は直ち

に停止し（１ビープ音で示す）、新たなメッセージセグメントの再生が始まる。デバイスが新しいメッセージを再生し

始める前に、サンプリングクロックの８４００サイクルに等しい遅延が発生する。もしメッセージトリガ端子がロー

を保持しているなら、トリガ端子がローのままである限り、選択されたメッセージが繰り返し再生される。メッセー

ジの終了と始まりの間にユーザーの処理を示すため、サンプリングクロックの８４００サイクルに等しい無音の期間

がループしている間挿入されるだろう。 

 

３．１．３ テープモード： 

 

テープモードは伝統的なカセットテープレコーダーに非常に似て、連続的にメッセージを管理する。テープモードで

は、２つのオプション、自動巻き戻しとノーマルが存在する。自動巻き戻しモードはメッセージの録音または再生に

したがい、メッセージを直ちに開始するため、デバイスを自動的に巻き戻しするよう構成する。テープモードでは、

２つのオプションを使用することで、メッセージは伝統的なカセットテープレコーダーによく似て、連続的に録音ま

たは再生される。 

 

３．１．３．１Ａ 自動巻き戻しオプションを使用時、テープモードでの録音の機能説明 

 

電源投入時、メモリアレイの最初のアドレスで開始するため、デバイスは録音または再生準備にはいる。録音するた

めには、／ＣＥがデバイスを有効にするためローに、さらに／ＲＥが録音動作を有効にするためローにセットされね

ばならない。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の立下りエッジが音声録音動作を開始する（１ビープ音で示す）。録音動作

中、／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の直後の立上がりエッジが録音動作を停止する（また１ビープ音で示す）。もし／Ｍ

１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子が有効なメモリの終点を越えてローに保持されるなら、録音動作は自動的に停止するだろう

（２ビープ音で示す）。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子が開放されるまで、デバイスは／Ｍ７＿ＥＮＤ端子をロジックロ

ーにアサートするだろう。 

／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子が再びハイになると、デバイスはスタンバイモードに戻る。 

録音動作が終了した後、デバイスは自動的に最も新しい録音メッセージの始めに巻き戻し、さらに次のユーザー入力

を待つだろう。巻き戻しの要求無しで、直ちに再生し且つメッセージを巻き戻すことを可能にするので、自動巻き戻

し機能は便利である。しかしながら、現在のメッセージを通過したデバイスに＋１するため、もしユーザーが／Ｍ２

＿Ｎｅｘｔ端子にパルスを出すことを覚えていなければ、次の録音動作は最後の録音メッセージに上書きするので、

注意しなければならない。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の次の立下がりエッジは、前に存在するメッセージに上書き

しながら新しい録音動作を開始する。あなたは、次の有効なメッセージセグメントへ進むため、／Ｍ２＿Ｎｅｘｔ入

力を使用することで前に録音されたメッセージを保護することができる。この機能を実行するため、／Ｍ２＿ＮEXT

端子が、少なくともサンプルクロック４００サイクルの間、ローに落とされねばならない。 

自動巻き戻しモードは、／Ｍ２＿ＮEXT端子を最初にトグルする事無く、録音手順を開始することでちょうど録音さ

れたメッセージの上に録音することを可能にする。 
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しかしながら、他のメッセージの上に録音するためには別の手順を必要とする。あなたは音声メモリの始まりへデバ

イスを巻き戻すために／ＣＥ端子に一旦ローパルスを出さねばならない。その時、あなたが上書きしたいメッセージ

の始まりへ移動するため、／Ｍ２＿ＮＥＸＴ端子に指定された回数のローパルスを出さねばならない。希望したメッ

セージに到達すると、前に録音した要素に上書きするため、録音手順が開始される。あなたがメッセージを上書きし

た後、それは最後の有効メッセージとなり、このメッセージに続く、前に録音された全メッセージがアクセス不能と

なる。もし録音動作中に全ての有効なメモリが使用されると、デバイスは自動的に録音を中止するだろう（２ビープ

音）、そしてサンプルクロックの１６００サイクルの間、／Ｍ７＿ＥＮＤ端子をローにセットする。再生はこの最後の

メッセージで開始されるが、／Ｍ２＿Ｎｅｘｔ端子にパルスを送出することは、デバイスを“オーバーフロー状態”

にする。一旦、デバイスがオーバーフロー状態に入ると、／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥまたは／Ｍ２＿ＮＥＸＴの如何な

る連続パルスの送出も２ビープ音を出し、さらにサンプルクロックの４００サイクルに等しい期間、／Ｍ７＿ＥＮＤ

端子をローにセットするだけの結果となる。この状態を脱するには、ユーザーはメモリアレイの始まりにデバイスを

巻き戻さねばならない。これは／ＣＥ端子をローにトグルするか、または電源投入を繰り返すことにより果たすこと

ができる。／ＣＥ端子を除く全入力は、録音動作中は無視される。 

 

３．１．３．１Ｂ 自動巻き戻しオプション使用時、テープモードでの再生の機能説明 

 

電源起動時、メモリアレイの最初のアドレスから開始するため、デバイスは録音または再生準備に入る。あなたが再

生を開始する前に、／ＣＥ入力がデバイスを有効にするためローに、／ＲＥが録音動作を無効にし再生を有効にする

ためハイにセットされねばならない。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子に最初のハイからローパルスを出すことで、現在

のメッセージの始まりから再生を始める。電源起動時、最初のメッセージは現在のメッセージである。／Ｍ１＿ＭＥ

ＳＳＡＧＥ端子に２回ローパルスを出すとき、現在のメッセージの再生が直ちに停止する。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ

端子に３回ローパルスを出すとき、現在のメッセージの再生がその開始から再び始まる。もしあなたが／Ｍ１＿ＭＥ

ＳＳＡＧＥ端子を継続してローにすると、同じメッセージがループ形式で継続して再生するだろう。メッセージの開

始と終わりの間のユーザーの遷移を示すために、１５４０ｍｓの無音期間がループの間に挿入される。自動巻き戻し

モードでは、デバイスは常に現在のメッセージの始めに巻き戻されることに注意すること。次のメッセージを聴くに

は、デバイスは次のメッセージへと現在のメッセージを通り越してすばやく送らねばならない。この機能はハイから

ローへ／Ｍ２＿ＮＥＸＴ端子をトグルすることにより果たされる。このパルスは少なくともサンプリングクロックの

４００サイクルの期間ローでなければならない。デバイスが希望のメッセージへ進められた後、ユーザーは以上で述

べた再生手順でメッセージの再生を開始できる。 

／Ｍ２＿ＮＥＸＴ端子が再生中にローになるとき、特別な場合が存在する。現在のメッセージの再生が停止し、デ

バイスはビープ音を出し、次のメッセージへと進み、次のメッセージの再生を始める。（再生モードでないとき、もし

／Ｍ２＿Ｎｅｘｔがローになると、デバイスは次のメッセージの再生を用意するだろう、だが、実際は再生を開始し

ない。） 

もし、／ＣＥ端子が再生中にハイになると、現在のメッセージの再生は停止するだろう。デバイスはビープ音を鳴ら

し、最初のメッセージの始まりにリセットし、次の再生命令を待つだろう。あなたがメモリアレイの最後に達すると、

／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥまたは／Ｍ２＿ＮＥＸＴにどんなに連続パルスを出力しても２ビープ音を出すだけの結果と

なるだろう。 

この状態から前に進むには、ユーザーはメモリアレイの始まりへデバイスを巻き戻さねばならない。これは／ＣＥ端

子をローにトグルするか、または電源投入を繰り返すことにより果たされる。 
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３．１．３．２Ａ ノーマルオプション使用時、テープモードでの録音の機能説明 

 

電源投入時、メモリアレイの最初のアドレスで開始するため、デバイスは録音または再生準備にはいる。あなたが録

音を始める前に、／ＣＥ入力がデバイスを有効にするためローに、さらに／ＲＥが録音動作を有効にするためローに

セットされねばならない。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の立下りエッジで、デバイスは１度ビープ音を出し、録音動

作を開始する。続く／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の立上がりエッジが録音動作を停止し、１ビープ音を挿入する。 

もし／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子が有効なメモリの終点を越えてローに保持されるなら、／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ

端子の状態とは無関係に、録音動作は自動的に停止し、２ビープ音が挿入される。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子がハ

イに戻ると、デバイスはスタンバイモードに戻る。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子の次の立下りエッジは、このように

最後の録音メッセージを保持しながら、最後の録音メッセージに続き、直ちにメモリアレイ内で新しい録音動作を開

始する。全ての前のメッセージに上書きするためには、あなたは最初のメッセージの始まりにデバイスをリセットす

るため、／ＣＥ端子を一旦ローにするパルスを出さねばならない。そのときあなたは、以上に述べたように、新しい

メッセージを録音するために録音手順を開始できる。最新の録音メッセージが最後に録音されたメッセージとなり、

このメッセージに続く全ての以前の録音メッセージはアクセス不能となるだろう。 

もしあなたが何らかの現在のメッセージを保護したいなら、ノーマルオプションの代わりに、自動巻き戻しオプシ

ョンを使用することを推奨する。もしノーマルオプションが必要ならば、次の手順が使用可能である。現在のメッセ

ージを保護するためには、あなたが新たなメッセージを録音する前に、あなたが保持したいのメッセージを通過して

はやく送らねばならない。早く送るためには、ノーマルオプション使用時、あなたは再生モードへ切り替え、さらに

あなたが上書きしたいメッセージの始まりに達するまでメッセージを連続して聴かねばならない。 

 この段階で、あなたは録音モードに切り替え、希望するメッセージを上書きするべきである。 

最新の録音メッセージが最後に録音されたメッセージとなり、このメッセージに続く全ての以前の録音メッセージは

アクセス不能となるだろう。／ＣＥ端子を除く全入力は、録音中無視される。 

 

３．１．３．２Ｂ ノーマルオプション使用時、テープモードでの再生の機能説明 

 

電源起動時、または／ＲＥのローからハイへの遷移後、メモリアレイの最初のアドレスで開始するため、デバイスは

録音または再生の準備に入る。あなたがメッセージの再生を開始する前に、／ＣＥ入力がデバイスを有効にするため

ローに、／ＲＥが再生を有効にするためハイにセットされねばならない。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子に最初のハイ

からローパルスを出すことで、現在のメッセージの始まりから再生を開始する。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子に２回

ハイからローのパルスを出すとき、現在のメッセージの再生が直ちに停止する。／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子にハイ

からローのローパルスを３回出すとき、次のメッセージの再生がその始まりから再び開始する。 

もしあなたが／Ｍ１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子を継続してローにすると、次の条件の１つが揃うまで、現在のメッセージ

と次のメッセージが再生される。その条件とは、メモリアレイの終了に達する、最後のメッセージに達する、／Ｍ１

＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子が開放される、のいずれかである。もし、最後の録音メッセージが既に再生されたとき、／Ｍ

１＿ＭＥＳＳＡＧＥ端子上でそれ以上の変化があった場合、警告のための２ビープ音が出され、／Ｍ７＿ＥＮＤ端子

がローになるだろう。この状態を脱するためには、あなたは、最初のメッセージの始まりへポインタをリセットする

ため、スタンバイの間に／ＣＥ端子をハイからローにするパルスを１度出さねばならない。 
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end check 

３．２ マイクロプロセッサ制御のメッセージ管理 

 

以前に記述したメッセージ管理セクションで述べたように、マイクロプロセッサが必ず端子をトグルしてメッセージ

を制御するとき、ＡＰＲ９６００はマイクロプロセッサ制御メッセージ管理を簡略化するさまざまな特徴ある設計援

助を取り入れている。Ｔｈｅ／ＢＵＳＹ、／ＳＴＲＯＢＥ、／Ｍ７＿ＥＮＤ端子はマイクロプロセッサとＡＰＲ９６

００の間のハンドシェークを簡略化するために含まれている。 

／ＢＵＳＹ端子は、ローのとき、デバイスがビジーであり、コマンドを受け付けられないことをホストプロセッサに

示す。この端子がハイのとき、デバイスはホストからコマンドを受け取り実行する用意ができている。／ＳＴＲＯＢ

Ｅ端子はメモリセグメントが使用される度にローのパルスを出す。この端子のパルスをカウントすることで、ホスト

プロセッサは、どれだけ多くの録音時間が使用されたか、さらにどれだけ録音時間が残っているかを正確に決定する

ことが可能である。ＡＰＲ９６００は全部で８０のメモリセグメントを持つ。／Ｍ７＿ＥＮＤ端子はデバイスがその

現在の録音または再生動作を停止したという表示として使用される。録音中、ローパルスを出すと、全メモリが使用

されたことを示す。再生中、ローパルスは最後のメッセージが再生されたことを示す。マイクロプロセッサ制御は、

全有効録音時間を増やすため、さまざまなＡＰＲ９６００デバイスを互いに接続するためにも使用される。このアプ

リケーションでは、スピーカーとマイク信号は共に並列接続できる。そのとき、その個々の／ＣＥ端子を使用しなが

ら、各デバイスを有効または無効にすることにより、使用中のデバイスがスピーカをドライブする、という制御をマ

イクロプロセッサが行うだろう。 

しかしながら、連続メッセージは、あるデバイスから次のデバイスへの遷移が再生時に目立った遅延を招くために、

複数デバイスで録音できない。この理由のために、メッセージバウンダリ（メッセージの境界）とデバイスバウンダ

リ（デバイスの境界）は常に一致することが推奨される。 

 

３．３ シングルストレージ 

 

ＡＰＲ９６００は入力音声信号をサンプリング（抽出）し、不揮発性ＦＬＡＳＨメモリセルに瞬間の音声サンプルを

記憶する。各メモリセルは０～２５５レベルの電圧範囲をサポートする。これらの２５６の個々の電圧レベルは８ビ

ット（２

８

＝２５６）バイナリエンコード値に等しい。再生の間、記憶された信号はメモリから取り出され、連続信号

を形成するため平滑化され、さらに外付けスピーカに送り出す前に増幅される。 

 

３．４ サンプリングレートと音声品質 

 

シャノンのサンプリング理論によると、もしエイリアシングエラーが除去されるべきならば、サンプリングシステム

の入力に挿入される可能な最高周波数の成分はサンプリング周波数に等しいか半分以下でなければならない。 

ＡＰＲ９６００は自動的にその入力に、この要求に合わせるため選択されたサンプリング周波数を基本としたフィル

タをかける。高いサンプリングレートはバンド幅を広げ、且つ音声の品質も良い、しかし、それらは同じ長さの録音

時間に対し更にメモリセルを使用する。低いサンプリングレートはより少ないメモリセルを使用し、効果的にデバイ

スの能力を増強するが、それらは入力信号のバンド幅を狭める。 

ＡＰＲ９６００は８ＫＨｚの高さと４ＫＨｚの低さのサンプリングレートを供給する。あなたはサンプリング周波数

を制御することで、品質／時間のトレード（交換）を制御できる。 
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内部発振器がＡＰＲ９６００サンプリングクロックを準備する。発振器の周波数はＯｓｃＲ端子からＧＮＤへ接続す

る抵抗を変えることにより変更できる。 

テーブル２は抵抗値とその結果生じるバンド幅と時間と同様に一致するサンプリング周波数をまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５ 自動利得制御（ＡＧＣ） 

 

ＡＰＲ９６００デバイスは集積されたＡＧＣを持つ。ＡＧＣはマイク入力に影響するが、ＡＮＡ＿ＩＮ入力には影響

しない。ＡＧＣ回路は入力信号が最適に増幅されることを確実にする。ＡＧＣは小さな入力信号を最大利得に、また

大きな入力信号を最小利得に最適化することにより働く。これは変化する入力の大きさが最適な信号レベルで録音さ

れることを保証する。ＡＧＣはアンプは高速動作開始時間と低速減衰時間を持つように設計されている。 

このタイミングは１９ピンに接続されるＲＣネットワークにより制御される。２２０ｋと４．７ｕＦの値では英語で

うまく作用することが発見された。別の言語、異なった国の話者、さらに音楽はＡＧＣ ＲＣネットワークのための

推奨値の変更を必要とすることに注意すること。 

 

３．６ サンプリングの応用 

 

次の参考回路は、いかにして録音システムが設計されるかの例として本書に加えられた。各参考回路は３つの主なモ

ード、ランダムアクセス、テープモード－ノーマルオプション、テープモード－自動巻き戻しオプションの一つを含

んだデバイスを示す。さまざまなアプリケーションにおいて、／ＢＵＳＹ、／ＳＴＲＯＢＥ、／Ｍ７＿ＥＮＤ端子の

一つまたは全てがデバイス状態を示すＬＥＤに接続される。 

これは、これらの端子全てと信号が、マイクロプロセッサインターフェースとマニュアルＬＥＤ表示の両方にタイミ

ング互換を持つように設計されたから、可能なのである。 

バイアスは、内蔵回路に電力を供給するため、エレクトレット（コンデンサ）マイクに適用されねばならない。この

バイアスネットワークのグランドリターンは／ＢＵＳＹに接続される。 

録音モードのとき、この構成は電力を節約する。１８、１９ピン、ＭｉｃＩｎとＭｉｃＲｅｆは共に、ＤＣバイアス

電圧をブロックするためマクロフォンネットワークにＡＣカップリングされねばならない。図３は、ランダムアクセ

スモードを構成したデバイスを示す。デバイスは、このモードで最大限可能な８メッセージセグメントを使用してい

る。８セグメント以下のモードに対し、未使用のメッセージトリガ端子は、１００ｋ抵抗でＶＣＣへプルアップすべ

き／Ｍ８＿ＯＰＴＩＯＮ端子を除いて、未接続のままとすることに注意すること。 
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４ 電気的特性 

次のテーブルはAPR9600デバイスの絶対最大規格、DC特性とアナログ特性の一覧である。 
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５ ボンディングパッド図とボンディングパッド座標 
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